
執行率 91.0% 92.0% 99.5%

23年度要求

予算額(補正後） 222 226 207 259 1,194

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度

執行額 202 208 206

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

交通分野における国際協力、連携、交流を強化し、アジア諸国等との信頼関係の構築、交通分野の諸課題の解決支援
を図ること及び官民が一貫した戦略のもと、海外交通プロジェクトの積極的な展開を図ることを目的とする。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

２００２年の「日ＡＳＥＡＮ包括的経済連携構想」を受けて創設された日ＡＳＥＡＮ交通連携基本枠組に基づき、「日ＡＳＥＡＮ
次官級交通政策会合」の開催を行う。また、東アジア地域との連携強化を図るため、「日中韓物流大臣会合」、中国・韓
国との二国間の交通次官級会合等を開催する。その他、我が国の優れた運輸技術の国際展開に向けた調査や我が国
技術の海外での理解促進のための研修等を実施する。

実施状況

「日ＡＳＥＡＮ次官級交通政策会合」やＡＳＥＡＮ都市公共交通政策形成支援事業、アジア高速鉄道支援事業など交通分
野における国際協力の推進に係る会合、調査・分析、研修等を実施。
平成１９年度：（１５件）
平成２０年度：（１５件）
平成２１年度：（１８件）

会計区分 一般会計 上位政策 国際協力、連携の推進

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

関係する計
画、通知等

作成責任者

担当部局庁 総合政策局 担当課室 国際業務室
参事官
加賀　至

事業番号 43

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(国土交通省)

予算事業名
国際交通分野における途上国の経済活性化と
我が国企業競争力強化のための支援

事業開始
年度

昭和４８年度

【予算項目】
・646　国際協力費　

・05-95　国際協力に必要な経費 （21年度予算額） （21年度決算見込額）
・95016-2122-08-2010　職員旅費 百万円 百万円
・95016-2122-08-2011　政府開発援助職員旅費 百万円 百万円
・95016-2122-08-4010　外国旅費 百万円 百万円
・95016-2122-08-4011　政府開発援助外国旅費 百万円 百万円
・95016-2122-08-6010　委員等旅費 百万円 百万円
・95016-2122-08-6012　政府開発援助委員等旅費 百万円 百万円
・95016-2123-09-1010　庁費 百万円 百万円
・95016-2123-09-1011　政府開発援助庁費 百万円 百万円
・95016-2125-14-6710　経済協力調査委託費 百万円 百万円
・95016-2125-14-6711　政府開発援助経済協力調査委託費 百万円 百万円

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

会合開催、研修実施、調査・分析実施等に携わる受託・請負事業者との間で頻繁に打ち合わせを行い、進捗状況を的確
に把握することを通じて、支出先・使途等についても十分把握している。

見直しの
余地

会合開催等の請負契約について、企画競争を実施している契約については、本事業の性質上、諸外国政府関係者との
信頼関係構築が重要な要素となることを勘案しつつ、より競争性を高める取り組みについて検討する。

（20年以上経過した事務事業の廃止を前提とする検証）
　本事業は日ＡＳＥＡＮ交通大臣会合など国際会合に関係する経費を含んでいることから、引き続き、事業としては継続
する必要があるが、海外技術協力に関する補助事業については、平成２２年５月の事業仕分けの結果を受けて、平成23
年度より廃止することとする。また、企画競争案件については、公示期間を可能な限り延伸し、競争性を高めるとともに、
契約から納期までの期間について余裕があるよう設定することとする。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

【抜本的改善】
平成２２年５月の事業仕分けの結果を踏まえ、来年度、補助事業については廃止する。その際の取りまとめコメント「今後ＯＤＡを日
本の国益、成長戦略にどうつなげていくのかが重要な課題、ＯＤＡにつながる事業の発掘部分に関して、どういう施策が重要になっ
てくるのかをもう一度改めて考えること。」を受けて見直すべき。
その他、企画競争案件については、公示期間を可能な限り延伸し、競争性を高めるとともに、契約から納期までの期間について余
裕をもって設定すること。
また、事業効果を高める観点から、他の関連する事業とより緊密な連携を図るべき。

総事業費(執行ベース) － － －
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政府開発援助経済協力調 委託費 百 百
・95016-2405-16-4320　政府開発援助経済協力事業費補助金　 百万円 百万円49.3 49.3



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)て補足する)
(単位:百万円)



C．(株)野村総合研究所 Ｇ．

計 34 計 0

その他 報告書作成等 2

9

事業費 23

人件費

B．(社)海外運輸協力協会 Ｆ．

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 13 計 49.3

事業費 ＮＧＯ等支援 8.3

事業費 専門家派遣 3.3

諸経費 会場費等 5 事業費 人材交流・育成 16.2

1

事業費 プロジェクト調査 21.5事業費 7

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。

A．観光庁（外注委託） Ｅ．(社)海外運輸協力協会

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費

計 24 計 0

その他 旅費・謝金等 6

人件費 専門職、総合職 18

(株)野村総合研究所

費　目 使　途
金　額

(百万円） 費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 9

外注費 翻訳、印刷 2

その他 現地調査費等 3

Ｄ．.(独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費 4

計 0

Ｈ．

費　目 使　途
金　額

(百万円）

いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）



【別紙】

№ 支出先
金額

（百万円）
№ 支出先

金額
（百万円）

1 観光庁 12.5 1 (株)野村総合研究所 24.1

2 鉄道局 7.0 2 日本郵船(株) 6.2

3 政策統括官 4.3 3 (株)富士通総研 4.0

4 4 近畿日本ツーリスト(株) 3.2

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

10 10

№ 支出先
金額

（百万円）

1 (社)海外運輸協力協会 33.9

2 (社)海外鉄道技術協力協会 21.9

3 日本鉄道車両輸出組合 1.5

4

5

6

7

8

9

10

A.省内他局等（３機関）　２４百万円 C.民間事業者（４社）　３８百万円

Ｂ.公益法人等（３法人）　５７百万円


